
 

種類 

  ・官能基選択的還元触媒シリーズは、異なる担体に触媒を担持した固定化触媒です。 
  ・取り扱いが容易で発火性が少ない商品群です。 
  ・Pd/C(en)は乾燥品と含水品をラインナップしています。 

官能基選択性 

官能基選択的還元触媒 還元反応 

還元触媒 形状 担体 
Pd/C(en) 粉末 活性炭素-エチレンジアミン 

Pd/Fib 糸状 ポリペプチド(絹) 
Pd/BN 粉末 窒化ホウ素 
Pd/PEI 粘性液体 ポリエチレンイミン 
Os/C 粉末 活性炭素 
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官能基選択的還元触媒シリーズは、主にアミン(N)系の担体にPd触媒を担持することで活性を
調節しています。表にて、触媒より下に記載の官能基を還元または脱保護(加水素分解)するこ
とができます。 



 

 Pd/C(en) 

 5% Pd/C(en) を用いた選択的還元反応, 脱保護 

 10% Pd/C(en) を用いたカルボニル基の還元反応 
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 Pd/Fib 

 Pd/Fib を用いた選択的還元反応 
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 Pd/PEI 

 Pd/PEI を用いた選択的還元反応 
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 Pd/BN 

 Pd/BN を用いた選択的還元反応 

Substrate Product
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 Pd/BN + amineを用いた還元反応 
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 Os/C 
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 芳香族ニトロ化合物を選択的に還元できる 
 通常の官能基反応性と逆の反応性：NO2 > C=C 

  芳香族アミンを還元し、ヒドロキシルアミンで止めることが出来る 
  50回使用しても反応活性を維持している 



 

不斉マイケル付加反応(1,6-付加) (P-VIP) 

参考文献 

コード 品名 容量 希望納入価格(円) 
160-27311 

Pd/C(en) (Pd 5%)(含水) 
5g 5,500 

168-27312 25g 15,000 
166-27313 100g 55,000 
163-21441 

パラジウム-活性炭素エチレンジアミン複合体 
【Pd/C(en) (Pd 5%)(dry)】 

1g 4,100 
169-21443 5g 14,100 
161-21442 25g 51,800 
165-27621 

Pd/C(en) (Pd 10%)(含水) 
5g 12,600 

163-27622 25g 27,500 
161-27623 100g 照会 
167-22181 パラジウム-フィブロイン 

【Pd/Fib】 
1g 5,950 

163-22183 5g 20,400 
168-27971 Pd/BN, NEb-0.3DR (Pd 0.3%) 5g 6,500 
166-27972 25g 18,000 
161-22221 パラジウム-ポリエチレンイミン 

【Pd/PEI】 
1g 9,400 

167-22223 5g 30,300 
151-02881 オスミウム-活性炭素 

【Os/C】 
1g 5,950 

157-02883 5g 16,600 

163-22703 白金、固定化触媒Ⅰ 
【Pt IC-Ⅰ】 5g 12,600 

対象製品 

  ＊）お客様の基質により反応性が異なる場合があります 
  ＊）バルク供給可能です 

・ Yabe, Y., Sawamura, Y., Monguchi, Y., Sajiki, H.: Catal. Sci. Technol., 4, 260 (2014). 
・ 佐治木弘尚, 廣田耕作：有機合成化学協会誌, 59, 109 (2001). 
・ 佐治木弘尚：和光純薬時報, 74 (2), 2 (2006). 
・ 佐治木弘尚：Wako Organic Square, 22, 2 (2008). 
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